














卜晶 においては必ず晶内を貫通 しているil12〉内部双晶が観葉 され るのに対し､




て出現す る トウィ- ドパ ター ンと類似のコン トラス トを兄いだした｡ このコン ト
ラス トは トウイ- ドのような確固 とした方向性 はな く､く112〉方向の まわ りに分散
して存在する｡さらにbcc(bet)マルテ ンサイ トにおいて電子線斑折図形に熱散漫
散乱 と規似の散漫散 乱が観察 されたが､ この散漫散乱には顕著な温度依存性は見
られず､その起源を原子の熱振動に求め ることはで きなかった｡あらゆる晶帯軸
方向か ら散漫散乱を観察 した結果､ それ らは､ 逆格子空間内で 3次元的に分布 し
てお り､ほ.:21逆格子空間の(･111〉面に乗 っていることが明かになった｡これはbct
マ ルテンサイ トの〈111〉方向の原子列が 僅かに変位 していることを示唆 している｡
これ らの結果か らFe-Pd合金のbcc(bct)マルテンサイ ト変態 においては､変態の
降 に必要 とな る桔子不変変形の一部が局所的な弾性歪によって緩和される機梢が
存在することが示 された｡
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Mn3MC(M-Zn,Ga,IA,Sn)の電子状態と屯性
永井秀康
Mn｡MC(M=Zn,Ga,IA,Sn)はベロアスカイト型の磁性体である.これ
らには､構造相転移をともなった様々な磁気秩序があり､Mn3ZnCとMn3GaCの常
も性帯私事はCurie-Ueiss則に従うが､Mn3IaCとMn3SnCはCurie-Veiss別からの
ずれを示す｡そこで､これらの物巽の屯性の解明を目的として､常磁性における電子状態
をSelf-consistentAPW法で計算した｡
エネルギー分散と状態密度を計算した括黒によれば､Mnの3d軌道とCの2p軌漣で
作られるバンドは3つの部分からなっている｡それらは低エネルギー側から順に､Mnの
3d軌道とCの2p軌道の混成バンド(bondingバンド)､ほとんどMnの3d軌進から
なる幅の広いバンド(non-bondingバンド)､Mnの3d軌道とCの2p軌道の混成バン
ド(anti-bondingバンド)である｡フェルミレベルはnon-bondingバンドのほぼ中央にき
ている｡またMのSバンドはbondingバンドの低エネルギー側にありtMn3ZnC,
Mn3GaC,Mn3InCではboldingバンドとわずかに重なっているが､Mn3SnCで
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